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障し
ょ
う
が
い
し
ゃ
さ
べ
つ
か
い
し
ょ
う
ほ
う

害
者
差
別
解
消
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　「
障し
ょ
う
が
い害
を
理り
ゆ
う由
と
す
る

差さ
べ
つ別
の
解
か
い
し
ょ
う消
に
関か
ん

す
る
法ほ
う
り
つ律

（
障し

ょ
う
が
い
し
ゃ
さ
べ
つ
か
い
し
ょ
う
ほ
う

害
者
差
別
解
消
法
）」
は
、

国く
に
の
行ぎ
ょ
う
せ
い
き
か
ん

政
機
関
、
地
ち
ほ
う
こ
う
き
ょ
う
だ
ん
た
い

方
公
共
団
体

な
ど
と
民み

ん
か
ん
じ
ぎ
ょ
う
し
ゃ

間
事
業
者
に
お
け
る

不
ふとう
当な差

さべつてき
別的取

と
り扱
あつか
いの禁

きんし
止 合

ごうりてきはいりょ
理的配慮の提

ていきょう
供

区
く

　　分
ぶん

不
ふと う

当な差
さべつ て き と

別的取り扱
あつか

い 合
ごうりてきはいりょ

理的配慮の提
ていきょう

供

国
くに

の行
ぎょうせいきかん

政機関・地
ちほうこうきょうだんたい

方公共団体
不
ふ と う

当な差
さ べ つ て き と

別的取り扱
あつか

いが禁
き ん し

止
されます

合
ごうりてきはいりょ

理的配慮を行
おこな

わなければなり
ません

民
みんかんじぎょうしゃ

間事業者（個
こじんじぎょうしゃ

人事業者、N
ｴﾇﾋﾟｰｵｰ

PO など

の非
ひえいりじぎょうしゃ

営利事業者も含
ふく

みます）
合
ごうりてきはいりょ

理的配慮を行
おこな

うよう努
つと

めなけ
ればなりません

障し
ょ
うが
い
を
理り
ゆ
う由
と
す
る
差さ
べ
つ別
を

な
く
し
、
障

し
ょ
うが
い
の
あ
る
人ひ
と
も
な

い
人ひ

と
も
共と
も
に
生い

き
る
社し
ゃ
か
い会
を
つ
く

る
こ
と
を
目め

ざ
し
て
い
ま
す
。

障
しょう

 がいを理
り ゆ う

由とする差
さ べ つ

別の禁
き ん し

止

　障
しょう

がいを理
りゆ う

由として、正
せいとう

当な理
りゆ う

由
なく、サービスの提

ていきょう

供を拒
きょ ひ

否したり、
制
せいげん

限したり、条
じょうけん

件を付
つ

けたりするよ
うなことをしてはいけません。

　障
しょう

がいのある方
かた

から何
なん

らかの配
はいりょ

慮
を求

もと

める意
い し

思の表
ひょうめい

明があった場
ば あ い

合
には、負

ふた ん

担になり過
す

ぎない範
はん い

囲で、
社
しゃかいてきしょうへき

会的障壁※を取
と

り除
のぞ

くために必
ひつよう

要
で合

ごうりてき

理的な配
はいりょ

慮を行
おこな

うことが求
もと

めら
れます。

例
れい

　筆
ひつだん

談や読
よ

み上
あ

げ
など、障

しょう

がいの特
とくせい

性
に 応

おう

じ た コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 手

しゅだん

段 で
対
たいおう

応すること

例
れい

　車
くるま

いすの方
かた

が乗
の

り 物
もの

に 乗
の

る と き に
手
て だ す

助けをすること

例
れい

　お店
みせ

に入
はい

ろうと
したら車

くるま

いすを理
り ゆ う

由
に断

ことわ

られた。

例
れい

　障
しょう

がいを理
り ゆ う

由
にアパートを貸

か

し
てもらえない

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正

ポイント

【制
せいど
度に関

かん
するお問

と
い合

あ
わせ先

さき
】

●福
ふく し か

祉課障
しょう

がい福
ふくしがかり

祉係
　☎ ３８１－１０３１  ３８１－１０７３

●障
しょう

がい者
しゃしえん

支援センター
　（いきいきセンターさわまち内

ない

)
　☎８０２－５００４  ３８７－８６５５

※社
しゃかいてきしょうへき
会的障壁とは？

　障
しょう

がいのある方
かた

にとって、日
にちじょうせいかつ

常生活や社
しゃかいせいかつ

会生活を送
おく

る上
うえ

で障
しょうへき

壁となるようなものを指
さ

します。
　通
つうこう

行、利
りよう

用しにくい施
しせつ

設、設
せつび

備や制
せいど

度のほか、障
しょう

がいの
ある方

かた

への偏
へんけん

見や障
しょう

がいのある方
かた

の存
そんざい

在を意
いしき

識していない
慣
かんしゅう

習、文
ぶんか

化など。

【制
せいど
度に関

かん
する詳

しょうさい
細】

内
ないかくふ

閣府ホームページで「障
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

害者差別解消法」と
検
けんさく

索してください。

法
ほうりつ
律では次

つぎ
のように定

さだ
められています

まち
づくり
政策

3 センチ程
て い ど

度の段
だ ん さ

差

で車
くるま

いすは進
すす

めな

くなります

例
れい
　街
まち
なかの段

だんさ
差 例

れい
　書
しょるい
類 例

れい
　ホームページ

難
むず

しい漢
か ん じ

字ばかり

で は、 理
り か い

解 し づ ら

い人もいます

すべて画
が ぞ う

像だと読
よ

み 上
あ

げ ソ フ ト が

機
き の う

能しません

例
れい

例
れい

例
れい
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政
策
な
ど
に
関
す
る
資
料
の
公
開

　
「
え
べ
つ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
〈
第
６
次
江
別
市
総
合
計
画
〉」

の
推
進
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、

平
成
28
年
度
「
施
策
展
開
方
針
計

画
書
」・「
え
べ
つ
未
来
戦
略
推
進

計
画
書
」・「
事
務
事
業
評
価
表（
改

革
版
）」
を
公
開
し
ま
す
。

【
公
開
場
所
】
市
役
所
本
庁
舎
１

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
情
報
図

書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

詳
細  

政
策
推
進
課

　
　
　

☎
381
‐
１
２
９
５

市
民
参
加
予
定
事
業
の
お
知
ら
せ

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
市
政
へ

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
委
員
の

公
募
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
、
平
成
28
年
度
の
市
民
参
加
予

定
事
業
を
取
り
ま
と
め
、
左
記
の

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、現
時
点
の
予
定
の
た
め
、

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
配
布
場
所
】
政
策
推
進
課
（
市

役
所
本
庁
舎
２
階
）、
市
役
所
本

庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

市
役
所
大
麻
出
張
所
、水
道
庁
舎
、

情
報
図
書
館
、
市
民
会
館
、
各
公

民
館
、
豊
幌
地
区
セ
ン
タ
ー
、
野

幌
鉄
南
地
区
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

詳
細  

政
策
推
進
課

           

☎
381
‐
１
０
３
３

・
・
主
な
改
正
点
・
・

１　

不
服
申
立
て
の
種
類
の
一
元
化

　
「
審
査
請
求
※
１
」
と
「
異
議
申

立
て
※
２
」
の
異
な
る
２
つ
の
不
服

申
立
て
の
手
続
が
、
原
則
と
し
て

審
査
請
求
に
一
元
化
さ
れ
ま
す
。

２　

審
理
員
制
度
の
導
入

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
職
員
を

審
理
員
と
し
て
指
名
し
、
中
立
的

な
立
場
で
公
正
な
審
理
を
行
い
ま

す
。

３　

第
三
者
機
関
へ
の
諮
問
手
続

の
導
入

　

有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
第
三
者

機
関
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

こ
の
第
三
者
機
関
が
事
前
に
判
断

の
妥
当
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正

審査請求人

①主張・
証拠提出

第三者機関
総務省・各
地方自治体
に設置

審理員
②審理

行政処分を行
う行政機関

（例）
地方自治体の長

③意見書提出

④諮問・答申

⑤裁決
行政処分の
適法性・妥
当性の判断

▼ ▼

▼
▼

▼

審査請求人

▼

▼

不服申立て先
の行政機関

（例）大臣・地
方自治体の長

▼

（例）大臣・地
方自治体の長

②審理

審理を行う者の
規定なし

①主張・
証拠提出

③裁決
行政処分の
適法性・妥
当性の判断

▼

４　

審
査
請
求
期
間
の
延
長

　

従
来
の
60
日
間
か
ら
３
か
月
間

に
延
長
さ
れ
ま
す
。

５　

不
服
申
立
て
前
置
の
見
直
し

　

不
服
申
立
て
に
対
す
る
判
断
の

後
で
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
へ
の
出

訴
（
訴
え
出
る
こ
と
）
が
で
き
な

い
こ
と
に
つ
い
て
見
直
し
が
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
直
ち
に

出
訴
で
き
る
も
の
が
増
え
ま
す
。

詳
細 

総
務
部
総
務
課
法
制
係

☎
381
‐
１
０
６
５

　

処
分
に
関
し
国
民
が
行
政
庁
に

不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
（
国
・
地
方
に
共
通
）
が
、

公
正
性
の
向
上
、
使
い
や
す
さ
の

向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
約
50
年

ぶ
り
に
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
ま
し

た
。

従来の制度 新たな制度

※
１
「
審
査
請
求
」：
処
分
庁
に
上
級
行

政
庁
が
あ
る
場
合
に
上
級
行
政
庁
に
対

し
て
行
う
不
服
申
立
て

※
２
「
異
議
申
立
て
」：
処
分
庁
に
上
級

行
政
庁
が
な
い
場
合
に
処
分
庁
に
対
し

て
行
う
不
服
申
立
て

不服申立て先
の行政機関

行政処分を行
う行政機関

（例）
地方自治体の長

処分に関与しない
中立的な立場の職員

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
さ

れ
た
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
て

か
ら
、
新
し
い
不
服
申
立
制
度
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
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